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LMSやeポートフォリオシステム等学習支援システムの導入

に関する支援IMS標準を用いた学習履歴の蓄積および学習

支援システム間の連携Web APIを用いた学習支援関連シス

テムの設計と実装R言語と各種ライブラリを用いた学習履

歴データの分析

ICTによる教育学習支援システムの構築と学習データの可視化・分析

研究内容

　右上図は、学習管理システム(LMS)のコンテンツ中に、定期更新されるグラフを埋

め込んだ例で、右下はその手法を示します[1]。この例は、LMSの内部データに定期

的にアクセスし、それをRプログラムで処理した結果を、シングルサインオン(SSO)

で認証連携した場所に置き、LMSのコンテンツ中に埋め込んだものです。

　LMSやポートフォリオ等の学習支援システムは、ラーニングだけでなく、対面の

授業や研修でも多く使われるようになってきました。また、その組み合わせによる

活用も進んでいます。最近注目されていることのつは、対面の学修形態と異なり学

習者の詳細な学習履歴がシステム上に残ることです。そのデータを分析すること

で、学習に行き詰まっていないかとか、効率的な学習が出来ているとか、さらにこ

のままでは心配だといった予測まで可能となってきており、ラーニングアナリティ

クス学習分析という分野として注目を集めています。

　当研究室では、学習分析を行う上での国際的標準規格であるIMS Caliperに準拠し

た学習者支援ダッシュボードの開発[2]や、色々な学習データの可視化、分析[3]に取

り組んでいます。

　また、Web APIを用いた学習支援システムの開発や、それらの連携にも取り組ん

でいます。
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